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理学研究院

竹原 公 准教授
たけはら　こう

社会に出ても研究に対する
熱意を持ち続けてほしい。
川並君は２つの賞を受賞しまし

たが、どちらも学会の発表に対

する賞です。ですから、研究内

容はもちろん、プレゼンテー

ション能力、質疑応答の答え方

なども含めて評価されます。彼

は、自分がどのように考え研究

を進めてきたか、非常にわかり

やすくプレゼンテーションでき

ていました。質問にも的確に答

えられていて上出来でしたね。

自分で考えることを苦手とする

学生が多いなかで、彼は自分で

考えて行動する能力を持ってい

ます。また、研究者は、うまく

いっている時でも、何が良くて

何が悪いのか、客観的に見る能

力が必要なのですが、彼はその

あたりのバランス感覚が非常に

優れています。人とのコミュニ

ケーションも上手ですね。私が

放任主義なのもあって、研究室

では後輩の面倒を良く見てくれ

ていますよ。彼のセンスと人間

性があれば、社会に出ても活躍

できるでしょう。企業へ就職し

ても、研究に対する熱意を持ち

続けてほしいと思っています。

川並 洋司さん　DATA
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※失活＝化学物質などの活性が失われ、反応を起こさなくなること。
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２
０
１
１
年
、
本
学
理
学
府
の
川
並
洋

司
さ
ん
は
、『
高
分
子
膜
修
飾
電
極
に
よ
る

Ｂ
Ｌ
発
光
反
応
の
効
率
化
』
の
研
究
で
２

つ
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
つ
は
、
参

加
し
た
教
員
と
学
生
全
員
の
投
票
で
決
定

す
る
第
29
回
九
州
分
析
化
学
若
手
賞
。
も

う
１
つ
は
、
分
析
化
学
分
野
で
権
威
の
あ

る
日
本
分
析
化
学
会
第
60
年
会
若
手
講
演

賞
で
す
。

　
「
運
良
く
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
研

究
は
や
っ
と
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
」
と

語
る
川
並
さ
ん
。
１
本
の
論
文
を
ベ
ー
ス

に
始
め
た
研
究
は
、
実
験
段
階
で
の
苦
労

が
多
い
と
言
い
ま
す
。

　

研
究
の
根
本
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

バ
ク
テ
リ
ア
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（
以
下
、Ｂ

Ｌ
）と
い
う
酵
素
の
発
光
反
応
を
利
用
し
て
、

麻
酔
剤
の
生
体
へ
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
麻
酔
剤
は
、
動
物
に
投
与
し
て

知
覚
を
麻
痺
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
同
じ

麻
酔
剤
を
作
用
さ
せ
た
場
合
、
動
物
の
知

覚
を
麻
痺
さ
せ
る
度
合

い
と
、Ｂ
Ｌ
の
発
光
を

減
少
さ
せ
る
度
合
い
は

同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
麻
酔
剤
に
よ
る
Ｂ

Ｌ
の
発
光
阻
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

る
こ
と
は
、
動
物
へ
の
麻
酔
剤
の
作
用
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
験
は
、
よ
り
単
純
な
形
で
行

う
必
要
が
あ
り
、
発
光
生
物
に
直
接
麻
酔

薬
を
投
与
す
る
の
で
は
な
く
、
生
体
内
か

ら
Ｂ
Ｌ
を
抽
出
し
、
生
体
外
で
発
光
さ
せ

る
方
法
が
有
用
で
し
た
。

　
「
試
薬
を
使
っ
て
発
光
さ
せ
る
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
試
薬
自
体
が
麻
酔
剤
の
効
果

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
の
研
究
室
で
は
、Ｂ

Ｌ
の
発
光
に
必
要
な
物
質
を
電
気
分
解
に

よ
っ
て
供
給
す
る  

電
気
化
学
的  

な
発
光

方
法
を
確
立
し
ま
し
た
」

  

そ
の
後
、
川
並
さ
ん
は
、
電
極
の
表
面
を

高
分
子
膜
な
ど
で
修
飾
し
た
「
膜
修
飾
電

極
」
に
Ｂ
Ｌ
を
固
定
。
発
光
の
効
率
化
を

図
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が
、
今
回
の
２

つ
の
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
複
数
の
麻
酔
剤
を
研
究
す
る
際
、
同
じ

溶
液
を
使
っ
て
調
べ
る
と
、
麻
酔
剤
が
混

ざ
っ
て
効
果
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
調
査
す
る
麻
酔
剤
ご
と
に
新

し
い
溶
液
を
用
意
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
発
光
の
効
率
が
悪
い
上
に
、Ｂ
Ｌ

の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
、Ｂ
Ｌ
を

取
り
込
ん
だ
膜
を
電
極
に
付
け
る
こ
と
を

思
い
つ
い
た
ん
で
す
。
こ
の
方
法
な
ら
、

溶
液
中
か
ら
電
極
と
Ｂ
Ｌ
を
取
り
出
し
て
、

繰
り
返
し
利
用
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
失

活(※
)

も
起
こ
り
に
く
く
な
る
ん
で
す
」

　

今
後
は
、発
光
系
の
さ
ら
な
る
効
率
化
と
、

麻
酔
剤
の
作
用
機
構
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
話
す
川
並
さ
ん
。
博
士
課
程
へ
の
進

学
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
既
に
分
析
機
器

メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　
「
就
職
し
た
ら
、
研
究
や
臨
床
に
役
立
つ

分
析
機
器
を
開
発
し
て
、
社
会
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は

た
ま
た
ま
賞
を
も
ら
っ
た
の
で
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
九
大
に
は
私
よ
り
素
晴
ら

し
い
研
究
を
し
て
い
る
学
生
が
た
く
さ
ん

い
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
九
大
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
も
九
大
生
の

誇
り
を
持
っ
て
、
残
り
の
研
究
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

目
的
に
向
か
っ
て
邁
進
し
続
け
る
川
並

さ
ん
。
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

分
析
化
学
分
野
の
若
手
研
究
者
に

贈
ら
れ
る
２
つ
の
賞
を
受
賞
。

麻
酔
剤
の
生
体
作
用
の
解
明
に
、

発
光
酵
素
を
利
用
。

九
大
生
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
も
っ
て
邁
進
し
た
い
。

高
分
子
膜
修
飾
電
極
に
よ
り
、

発
光
反
応
の
効
率
化
を
図
る
。

バクテリアは肉眼では確認できないので、当然、明るい場
合（左）には写りませんが、 発光をしているので、暗闇（右）
ではその存在を確認することができます。

いずれも「イカの切り身に繁殖したバクテリ
アの発光」の様子を写したものです。 

イカの切り身を明るい
場所で撮影したもの

同じものを暗闇で
撮影したもの

中学、高校と弓道
部に所属してい

た川並さん。

中学時代には、
九州１位、全国２

位の成績を

残しています。今
も地元に戻った

時は友人た

ちと弓道場に足
を運ぶのだとか

。日頃は、で

きるだけオンと
オフをはっきり

させて、研究

に集中できるよ
うにしているそ

うです。

　

川並 洋司
理学府　修士課程２年

Yoji Kawanami

九州大学で学び、目指す分野を究めようとする

次世代のプロフェッショナルを紹介します。

今回は、高分子膜修飾電極による

バクテリアルシフェラーゼ発光反応の効率化の研究で、

２つの賞を受賞した若き研究者の登場です。

N E X T  P r o f e s s i o n a l
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を
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臨
床
や
研
究
に

役
立
つ
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を

開
発
し
た
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